
66

　雨水やわき水が集まると，川
となって流れはじめます。また，
地下からの水も常

つね

に流れていま
す。大和川の上流の奈良県側に
は世界遺

い

産
さん

となった春日山原
げん

始
し

林
りん

をふくむ大和高原や，生駒山
地などがあります。大阪府側に
は金
こん

剛
ごう

山地から流れてきて石川
に流れ大和川と合流します。
　上流には生きた化石といわれ
るムカシトンボもいます。

　川の底は浅くなり，砂や小石
が多くなって，ところどころ深
くえぐられた淵

ふち

がみられます。
また，川原は広くなり，土は栄
養が多くなります。春にはセイ
ヨウカラシナ，秋にはセイタカ
アワダチソウがむらがってはえ
ます。

　中流から下流にかけて，魚：52種，植物：592種，
鳥：106種，ネズミ・ヘビ・カエル等の小動物：
25種，クモ・昆虫：1321種，底

てい

生
せい

動物：254種
の合計2350種のさまざまな生き物がすんでいま
す。（「河川水辺の国勢調査」より）

シロツメグサ

ゲンジボタルの幼虫
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　大阪平野を東から西へ流れ，
大阪わんにそそいでいます。川
の水と海の水がまざるところを
汽
き

水
すい

域
いき

といいます。そこにすむ
ボラなどの生き物もみられます。

　川のはばが広くなり，流れはゆるやかになり
ます。川原に最近は特定外来種のアレチウリが
むらがってはえてきています。

ナヨクサフジ セイヨウカラシナ
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（2） 生き物どうしのつながり
　生き物のくらしや成長は，水や空気，温度などの
かん境と深い関係があります。そして，生き物もか
ん境にはたらきかけています。このような生き物と
かん境との関係を「生

せい

態
たい

系
けい

」といいます。英語では
エコシステムと言い，最近は「エコ」と広く使われ
ています。
　生き物は，ある生き物がほかの生き物を食べて生
きていくという，食べる，食べられるという関係で
つながっています。このようなつながりを，「食

しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

」といいます。
　すべての生き物は，このような関係でつながって
います。

（3） 生き物にふれて観
かん

察
さつ

してみよう
１　さわる

○ 石をさわってみよう。石のかたちを調べ，ちが

いをみてみよう。

○ザルで川の虫をすくって，さわってみよう。

２　におう

○水のにおいをかいでみよう。

○石や花などのにおいをかいでみよう。

○アメンボやミズスマシのにおいをかいでみよう。

３　見る

○水の色やにごりを見てみよう。

○水辺にさく花の形をみてみよう。

○トリ，トンボ，チョウなどを双眼鏡で見てみよう。

○ 水中のこん虫の形や呼
こ

吸
きゅう

のしかた，泳ぎ方を見

てみよう。

○ホタルが光るようすを見てみよう。

４　聞く

○川の音（せせらぎ）を聞いてみよう。

○カエルのなき声をきいてみよう。

○トリのなき声を聞いてみよう。

○ 川原でコオロギやキリギリス，スズムシなどの

なき声を聞いてみよう。

５　味わう

○ ツクシ，ヨモギ，セイヨウカラシナなど，春の

野草を食べてみよう。
▲川における生態系のしくみ

のバランスが

こわれるんだね。
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危
き

　川の水質は，きれいな水，ややき

れいな水，よごれた水，とてもよご

れた水の４つに分けられます。

アサヒナカワトンボ

82

L

カジカガエル
・オスの体長 30～40mm
・メスの体長 50～70mm
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ややきれいな

ミナミメダカ
・全長　30～40mm

シマヨシノボリ

LL LL
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とても L

えんぶん

す。
せる。 る。
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（5） 大和川に天
てん

然
ねん

アユが
　　もどってきた！

　アユ（鮎）は年
ねん

魚
ぎょ

と言われ，ほと
んどが１年で寿

じゅ

命
みょう

を終えます。アユ
は川と海を行き来する回

かい

遊
ゆう

魚
ぎょ

で，春
になると海から川へ上がってきます。

　夏にかけては，川底の石などに生える苔
こけ

などを餌
えさ

にして食べて成長し，秋には産
さん

卵
らん

して卵を生んだ成
せい

魚
ぎょ

は寿
じゅ

命
みょう

を終えます。
　卵

たまご

からふ化した全長６mmの仔
し

アユは海において
冬を越

こ

して６cmの稚
ち

アユになって４月頃に川へも
どります。
大和川のアユの一生
10月～４月：河口や海

かい

域
いき

で６cmの稚アユに育っ
て生活します。

４月～６月：稚魚が河川へ上がります（遡
そ

上
じょう

）。
６月～ 10月：河川の中流域や上流域で成長します。
10月～ 11月：成魚は下流域で産

さん

卵
らん

して死にます。
10月～ 12月：ふ化した仔アユは海へ流下します。
1955（昭和30）年ごろまでは，海から川へ上がっ

てきていました。ところが，1965（昭和40）年ごろ
より，水

すい

質
しつ

汚
お

染
せん

によってほとんど見られなくなりま
した。
1970（昭和45）年には，大和川の水質は，（B

びー

O
おー

D
でぃー

75
％値）31.6mg/Lを記録していました。アユが生育で
きる水質はBOD３mg/L以下，自然繁

はん

殖
しょく

の条件が２
mg/L以下となっています。

　その後，皆の努力により，大和川の水質は，2010
（平成22）年にBOD75％値で３mg/Lにまで改

かい

善
ぜん

して
きました。
　アユの研究者が，2004（平成16）年春に大和川下流
域でとれたアユ３尾

び

と，2005（平成17）年春，河
かわち

内橋
ばし

付近で採集したアユ15尾の「耳
じ

石
せき

」に含まれる元
げん

素
そ

を測定した結果，すべてが，遡
そ

上
じょう

してきた天然アユ
であることがわかりました。
　アユの耳石には，その成長のあとを示す，日

にっ

周
しゅう

輪
りん

があります。子どもの時期にできた耳石の一部に，
海水にふくまれる「ストロンチウム」が多くあると，
海で成長し，川へとのぼってきたことがわかります。
2005（平成17）年10月には，河口近くで７mmの子
アユが約70匹

ひき

見つかり１日
に４万匹がふ化したと言わ
れています。
　また，アユが上がりにく
かった柏

かし

原
わら

堰
えん

堤
てい

の横には，
大和川河

か

川
せん

事
じ

務
む

所
しょ

によって，
新しい魚

ぎょ

道
どう

が造られました。

▲アユの耳石

▲柏原えん堤に2010（平成22）年３月に完成した魚道

▲大和川で成長したアユ
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（6） 大和川の外
がい

来
らい

種
しゅ

1 　外来種とは

　外来種とは，もともとその地域にいなかったのに，

人間の活動によって他の地域から入ってきた生物の

ことです。人や物の移
い

動
どう

が盛
さか

んになり始めた明治時

代より後に入ってきたものをいいます。また，渡り

鳥，海流にのって移動してくる魚や植物の種は，自

然の力で移動するので外来種とはいいません。

2 　侵略的な外来種とは

　外来種の中で，地域の自然環境に大きな影響を与

え，生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

をおびやかすおそれのあるものを特

に侵
しん

略
りゃく

的
てき

な外来種と言います。

3 　外来種の問題点

　生態系の中で，生き物が「食
く

う・食
く

われる」の関

係をくり返し，微
び

妙
みょう

なバランスを保っています。こ

こに外来種が侵
しん

入
にゅう

してきて，在
ざい

来
らい

の生物との間で競
きょう

争
そう

が起
お

こり，自然のバランスをくずすことがあります。

　あ　外来種が在来種を食べてしまう。

　い　外来種が日かげを作って在来種の生活の場を

うばってしまう。

　う　近
きん

縁
えん

の在来種と交
こう

雑
ざつ

して雑
ざっ

種
しゅ

を作ってしまう

と，在来種の遺
い

伝
でん

的
てき

な独
どく

自
じ

性
せい

が無くなる。

　え　毒
どく

を持っていることがある。

　お　農水産物や水産物を食べたり，畑を

ふみあらしたりする。

4 　外来生物被
ひ

害
がい

予
よ

防
ぼう

三
さん

原
げん

則
そく

　あ　入れない

　　　（外来生物はむやみに日本に入れない）

　い　捨
す

てない

　　　（飼
か

っている外来生物は野外に捨てない）

　う　拡
ひろ

げない

　　　（野外で外来生物が繁
はん

殖
しょく

している時は拡げない）

5 　大和川の外来種

　大和川には動植物を含め多くの外来種が生
せい

息
そく

しています。その中で特に生態系等に害を

およぼし在来種を駆
く

逐
ちく

してしまう種を特定外

来種と言います。以下に外来種の一部を紹介

します。特定外来種を赤文字で示します。

動　物

　哺
ほ

乳
にゅう

類：シベリアイタチ（チョウセンイタチ）

　鳥　類：ドバト

　爬
は

虫
ちゅう

類：カミツキガメ・ミシシッピアカミミガメ

　両
りょう

性
せい

類：ウシガエル

　魚　類：オオクチバス（ブラックバス）・カダヤシ・

ソウギョウ・タイリクバラタナゴ・ブル

ーギル

▲ウシガエル

▼アメリカザリガニ
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　昆
こん

虫
ちゅう

類：アメリカシロヒトリ・イネミズゾウムシ・

セイヨウオオマルハナバチ・ヒロヘリア

オイラガ・チャバネゴキブリ

　甲
こう

殻
かく

類：アメリカザリガニ・ミナミヌマエビ

　クモ類：セアカゴケグモ

　貝　類：カワヒバリガイ・サカマキガイ・スクミ

リンゴガイ（ジャンボタニシ）・タイワ

ンシジミ

　扁
へん

形
けい

動物：アメリカナミウズムシ・ツノナミウズ

ムシ。

植　物

　被
ひ

子
し

植物の合
ごう

弁
べん

花
か

：

　　オオブタクサ・オオオナモミ・セイタカアワダ

チソウ・ハルジオン・ヒメジオン・オオアレチ

ノギク・アメリカセンダングサ・セイヨウタン

ポポ・アカミタンポポ・オオキンケイギク・ア

レチウリ・ヘラオオバコ・ツボミオオバコ・タ

チイヌノフグリ・オオイヌフグリ・オオカワジ

シャ・アメリカイヌホズキ・イヌホウズキ・ワ

ルナスビ・ホトケノザ・ヒメオド

リコソウ・コヒルガオ・マルバア

サガオ・マルバルコ・ルコンソウ・

セイヨウヒルガオ・アメリカネナ

シカズラ。

　被子植物の離
り

弁
べん

花
か

：

　　マツヨイグサ・コマツヨイグサ・メマツヨイグ

サ・オオマツヨイグサ・オオフサモ・オオニシ

キソウ・ムラサキカタバミ・アレチノヌスブト

ハギ・ナヨクサフジ・ムラサキツメクサ・コメ

ツブツメクサ・シロツメグサ・ウマゴヤシ・エ

ビスグサ・ハブソウ・マメグンバイナズナ・オ

ランダガラシ（クレソン）・ハルザキヤマガラ

シ（セイヨウヤマガラシ）・カラシナ・セイヨ

ウアブラナ・ハナダイコン・オランダミミナグ

サ・ヨウシュヤマゴボウ・アレチギシギシ・エ

ゾギシギシ・オオケタデ。

　被子植物の単
たん

子
し

葉
よう

類
るい

：

　　キショウブ・ニワゼキショウ・ホテイアオイ・

トキワツユクサ・オオカナダモ・コカナダモ・

ボタンウキクサ・オオアワガエリ・シラゲガヤ・

シナダレスズメガヤ・イヌムギ・カモガヤ・コ

メガヤ・シダレスズメガヤ・シマスズメヒエ・

セイバンモロコシ・ヒメコバンソウ・コバンソウ。

▲アメリカナミウズムシ

▲ナヨクサフジ

▲ヨウシュヤマゴボウの実
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（7） アユがのぼる石川に
　富田林高校科学部のみなさんは，大和川と石川で

いきもの調査を続け，石川では魚の種類が少ない

ことがわかりました。高さ３mの堰
せき

を魚がのぼれな

いのが理由のようです。そこで，堰に魚
ぎょ

道
どう

をつくり，

たくさんの生き物が行

き来できるようにした

いと考えました。松井

井堰など２か所の堰に

魚道ができれば，大和

川から10kmほどの高

校の近くまでアユがの

ぼっていきそうです。

2015（平成27）年５

月には，富田林土木事務所

や水利組合などの協力で，

仮の魚道を設置する実験を

しました。2016（平成28）年

には，土
ど

のう（土を入れた

袋
ふくろ

）をつんで魚がのぼりや

すいかたむきをつくります。

　石川上流の千
ち

早
はや

赤
あか

坂
さか

村は天然アユで有名なところ

でした。石川にアユがのぼれば，大和川にも魚がふ

えるでしょう。結
けっ

果
か

に注
ちゅう

目
もく

しましょう。

▲2015（平成27）年５月
　松井井堰
　投網で生き物調査を
　する高校生
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